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鳥海イヌワシみらい館

マスコットキャラクター

「ワッシーくん」

「オオワシ」撮影：佐々木真一

 

バードウォッチングへの誘い㉜その時代と猛禽類

突撃！鳥海イヌワシみらい館⑭　ネイチャーアカデミーもがみ　矢口末吉氏

蜂蜜の森から⑫「和蜂と洋蜂」

 

 

 





 

 

 
  

 

 

  

 

 

 

 　12月現在、記録的な暖冬となっている山形県庄内地方です。例年であれば大掛かりな除雪作業をして年末年始を迎えるのです

が、今シーズンは猛禽類保護センターのある標高500ｍ地点でも積雪数センチ程度と、冬将軍ならぬ冬足軽程の強さとなっていま

す。各地の自然情報をmoukin@raptor-c.comまでお寄せください。

2019/12/18「ツシマジカ」長崎県

通過したその時はいなかったのに、振り返

ればシカがいる！

撮影：本間憲一

2019/11/13　「イヌワシ」酒田市

求愛期のシーズンを迎えているイヌワシ、こ

の通信が発行されるころには、しっかりと抱

卵していていただきたい！

撮影：齋藤修様

2019/11/29 「ヤマネ」酒田市

フクロウの巣穴を清掃中に出てきたそうで

す。一度寝に入ると暖かくなるまで起きない

主義なんだとか。その後そーっと戻してあげ

たそうです。

撮影：齋藤利孝様

 

2019/12/14　「マガモ×カルガモ」鶴岡市

公園のお堀はこの時期、多くの水鳥たちが

利用する都市部の探鳥スポットですが、距

離の近さも魅力ですよね。よ～く見ればち

ょっと変わった個体もいたりして！

撮影：なおちゃん

2019/10/20「アジサシ」　酒田市

台風19号が通過したのち、最上川河口

付近にいたそうです。旅鳥なので出会いの

タイミングが難しいですが、台風一過が引

き合わせた偶然なのかもしれませんね。

撮影：たっちん様

2019/12月　「チュウヒ」新潟県

一方は大陸型のカラーリング。お互いが縄

張りを主張する血で血を洗う争い。

撮影：波多様

2019/11/1　「ベニバト」酒田市

ドバト、キジバト、アオバト、カラスバトそして

ベニバトもいる。5レンジャーができますね。

それにしても鳩胸よ！

撮影：とし様

2019/11/4「チフチャフ」酒田市

チャウチャウちゃうねん。チフチャフとなくから

英名も和名も同じチフチャフ。ムシクイの仲

間なので、ただ見ただけでは見分け

が・・・。

撮影：とし様

全国の動物情報コーナー

2019/10/1　「アカタテハ」遊佐町

「蕎麦はまだ花でもてなす山路かな-芭

蕉」。客人を蕎麦でもてなしたいが、あいに

くまだそばは収穫できない、せめて花を愛で

ていってほしいという意味の俳句ですが、ア

カタテハがしっかりとそばを味わっています。

撮影：たっちん様







 

 

 
 

○出張展示「やまがた環境展」

 

　10月26日（土）・27日（日）山形市のビッグウィングにて開催さ

れた「やまがた環境展」に出展しました。

　今年初お披露目の展示物として「ドングリ落とし」を出展し、多

くの子供たちに遊んで行ってもらいました。

　イヌワシとヤマドリとドングリの食物連鎖の関係を学ぶことがで

きます。2日連続で来場し体験していってくれた子どももいて、

とてもありがたかったです。

　今年は来年度のレジ袋有料化に合わせて、ビニール袋を配

布する場合はすべて有料とすることなど、環境に配慮して開催

されました。

　来場してくれた皆さんありがとうございました。

 

○観察会「ハクチョウを数えて親指を鍛えよう！」

 

　11月16日（土）酒田市の最上川河口スワンパークにて、「ハク

チョウを数えて親指を鍛えよう！」と題して観察会を開催しまし

た。講師は長年にわたり最上川河口にてガンカモ類の調査をし

ているワイルドライフリサーチの鵜野レイナさんです。ガンカモ

類が1万羽いると言われる最上川河口ですが、どこで誰がどの

ようにして数を計測しているのかを知っていただくために開催し

ました。

　当日の天候は曇り。6：30からの開催ということで、参加者の皆

さんもがんばって早起きして参加してくれました。

　まず鵜野さんの案内で、調査員が定点でハクチョウのカウント

調査をしているところを見ていただきました。その後参加者にも

実際にカウンターを使って、ハクチョウを数えていただきました。

2400以上カウンターを押した子供もいて、タイトル通り親指が鍛

えられたものと思います。

　早朝の最上川にはハクチョウたちがひしめき合って「コーコ

ー」と鳴き声が響き渡っていました。実は最上川河口は環境省

の「残したい日本の音風景100選」において「ハクチョウの鳴き

声」で登録されています。いつまでもハクチョウたちが飛来し続

ける最上川であってほしいと、参加者の全員が感じてくれたに

違いありません。講師の鵜野さん、参加してくれた皆さんありが

とうございました。

この日見られた鳥：オオハクチョウ、コハクチョウ、アメリカコハクチョウ、マガモ、オナガガモ、コガモ、

トモエガモ、カワウ、カルガモ、カイツブリ、カンムリカイツブリ、ホシハジロ、ハジロカイツブリ、ミミカイツブリ、

オオバン、ダイサギ、アオサギ、カワアイサ、オオヒシクイ、オオタカ、トビ、クイナ、ノスリ、ツグミ、カワラヒワ、

ウミネコ、ハシボソガラス、スズメ、ムクドリ、カモメｓｐ　計30種

○西荒瀬保育園出前講座「ハクチョウ観察会」

 

　11月21日（木）酒田市の西荒瀬保育園からの依頼で「ハクチ

ョウ観察会」の出前講座を開催しました。みどりの保育園事業

で、年間を通して様々な講師の皆さんから環境について学ぶ

年度内最後の講座です。庄内平野の田んぼの中で餌を食べる

ハクチョウを観察してから、最上川スワンパークでもハクチョウや

マガモなど多くの水鳥達を観察できました。

　保育園に戻ってからは室内でスライド講座をしました。元気い

っぱいの子供たちと活動できてこちらもパワーをもらいました。

またぜひ呼んでいただければと思います。西荒瀬保育園の皆

さんありがとうございました。

イベント開催報告



 

 

 

イベント情報コーナー
観察会「ザワつく！早春の野鳥観察会～庄内平野でワシやタカ、ハクチョウを探そう～」
期  　日　令和2年3月1日（日）

時  　間　8：30～12：00

会　　場　飯森山公園駐車場

講　　師　簗川堅治（日本野鳥の会山形県支部長）

参 加 費　一人500円（保険・資料代）

募集定員　先着20名

持 ち 物　双眼鏡（貸出可）

募集期間　2月3日（月）～2月27日（木）

 お申込み・お問合せ（土・日・祝を除く）　

鳥海イヌワシみらい館（猛禽類保護センター）

TEL　0234-64-4681　FAX　0234-64-4683

E-mil;moukin@raptor-c.com

夏羽に換羽中のカンムリカイツブリ

 

○「ジャパンバードフェスティバル2019」にて
　　展示部門優秀賞「バン賞」受賞しました！
　11月2日（土）～3日（日）千葉県我孫子市にて開催されたジャパンバー

ドフェスティバルに出張展示しました。

　ジャパンバードフェスティバルは日本最大の野鳥イベントで、各地から

野鳥関係者の他、鳥の愛好家が一堂に会するお祭りです。日本のみな

らず海外からの出展もあり、世界の野鳥保護の事例や取り組みについて

も知ることができます。

　当館の展示では、さわれるものを多く展示し、遊びながらイヌワシの生

態と保護活動の取り組みについて知ってもらえるように工夫しました。ま

た、やまがた環境展で出展した「ドングリ落とし」に改良を加えて、より気

軽に遊びやすくしました。ドングリ落としはゲームセンターにある「コイン

落とし」ゲームのコインをドングリに変更して、教育的要素を持たせた電

動のアトラクション型展示です。ボックス内をフィールドに見立てて、体験

者がドングリを落としながら追加していくと、フィールドの中にドングリが増

えていきます。ドングリが増えれば、それを食べる動物たちが増え、その

動物を頂点捕食者の猛禽類がつかまえるという、一連の食物連鎖の量と

流れを学ぶことができます。

　酒田市は最上川河口スワンパーク、飛島、鳥海山と、野鳥とはとても深

いつながりがある地域です。しかし、休日になれば多くの人たちがショッ

ピングモールやゲームセンターで遊んでいる状況を目の当たりにし、こう

いった一般にも人気でなじみがあるアトラクションを使って、少しでも環境

分野にも目を向けてもらいたいと考え作成しました。

　2日目に出展団体の審査発表があり、数ある出展団体の中から展示部

門の優秀賞「バン賞」をいただくことができました。ＪＢＦ実行委員長である

山階鳥類研究所所長 奥野卓司先生からも「大変面白い」という評価をい

ただきました。令和初の最優秀賞「オオバン賞」は北海道の「シーバード

フレンドリー推進協議会」でした。

　以前、首都圏から鳥海イヌワシみらい館に訪れてくださった方々も来て

くれて、久しぶりの再会に花を咲かせました。2020年はいよいよ東京オリ

ンピックの年でもありますが、ジャパンバードフェスティバルも記念すべき

20回目を迎え、当センターも開館20周年を迎えるメモリアルイヤーです。

ぜひ山形県酒田市の鳥海イヌワシみらい館にもお越しいただければと思

います。ブースに来場してくれた皆さんありがとうございました。



 

 

 

編集後記＆施設情報

http://www.raptor-c.com/

 

1月・2月毎週（火、土、日、祝日）3月より毎週（火）休館日

猛禽類保護センター
Vol,33 新年号

1月～3月の開館情報
対馬野生生物保護センターの皆

さんありがとうございました。勉強

になりました。今年はオリンピック

にはやぶさ2帰還、猛セン20周年

と大忙しの1年になります！気持

ちだけ！（本）

「ご当地キャラクターに応援

メッセージを年賀状で書こ

うプロジェクト」に賛同したら

ワッシーくんにたくさんいた

だきました。皆様ありがとう

ございます。（村）

蜂蜜の森から

希少種保護増殖等専門員
今冬はイヌワシの生息する山

間部でも積雪が少ない！イヌ

ワシの繁殖へどのような効果

や影響がみられるか気になる

ところです。（長）

 

　山形県朝日町で蜜ろうそくの制作を通して、自然のすばらしさを伝えている安藤竜二さんによるコラムのコー

ナー第12回目です。蜂蜜の森を通して私たちが暮らす環境を見つめなおしてみませんか？

第12回「和蜂と洋蜂」
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　和蜂はニホンミツバチのことで、洋蜂はセイヨウミツ

バチのことです。和蜂は洋蜂と比べると、温厚でめっ

たに刺さず、世話もやかないため飼われる方が増え

ています。日本が誇る伝統養蜂です。ただ、群れが

小さいのでハチミツの収穫量は少ないです。

　近頃の和蜂ブームは、テレビで頻繁に取り上げら

れることもあり、益々盛り上がっているようです。和蜂

のハチミツは洋蜂のものよりも希少価値があるとして

かなりの高値です。おかげで実家のハチミツや私の

蜜蝋が洋蜂のものと知って落胆するお客様も少なく

ありません。残念なことに、侵略してきた外来種の洋

蜂VS住処を追われた悲劇の在来種の和蜂論を戦わ

せる方がいます。私も以前、和蜂を数箱飼育してい

ましたが、そんなこともあり、すっかり熱が冷めてしま

いました。

　和蜂は自然界にくまなくすむ野生のミツバチとし

て、野山の隅々まで飛び回り、植物達の受粉を助

け、実らせ、多くの野生の生き物や、人にまで豊かな

実りをもたらしてきました。大切な役割を担った蜂と

 

 

        

https://www.facebook.com/Raptoreagleraptor

20周年記念イヌワシ絵

画コンクール実施中で

す！詳しくはホームペ

ージまたはフェイスブッ

クを見てご応募くださ

い！（澤）

いえます。

　片や明治時代に輸入された洋蜂は、畜産業とし

てハチミツやローヤルゼリーを身近なものにし、日

本人の健康に貢献してきました。蜜蝋は医療用軟

膏や座薬、化粧品、絶縁材料、木材や革の仕上

げ材使用されています。何より洋蜂は、様々な農

産物の受粉活動に幅広く尽力しています。元々洋

蜂は、輸入されたイチゴの花粉交配のためにほぼ

同時期に輸入された歴史があるのです。

　働きは違えども、人間にとってどちらのミツバチも

同じくらい感謝すべき存在と言えます。私はどちら

のミツバチも大好きです。
 

 

 

 

 

 

 

           

安藤竜二（あんどう りゅうじ）

1964年生まれ。養蜂を学んだ後1988年

に、日本ではじめての蜜ロウソク製造

に着手。ハチ蜜の森キャンドル代表。

日本エコミュージアム研会理事。山形

県養蜂協会監事。編著『朝日岳山麓養

蜂の営み』（朝日町エコミュージアム

研究会発行）

 

 

 

 

二ホンミツバチの巣箱二ホンミツバチ


